
国立大学法人大分大学

差　　　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 9,635 9,635 －

施設整備費補助金 30 30 －

施設整備資金貸付金償還時補助金 228 682 454 （注１）

補助金等収入 － 3 3 （注２）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 53 53 －

自己収入 14,296 14,607 311 　

授業料、入学料及び検定料収入 3,450 3,420 △ 29 （注３）

附属病院収入 10,746 11,085 339 （注４）

雑収入 100 101 1 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 693 737 43 （注６）

長期借入金 263 261 △ 1 （注７）

承継剰余金 － 2 2 （注８）

目的積立金取崩 － 103 103 （注９）

計 25,198 26,116 918

 支出

業務費 19,237 18,766 △ 470 （注１０）

教育研究経費 7,854 7,390 △ 464

診療経費 11,383 11,376 △ 6

一般管理費 3,604 3,575 △ 28 （注１０）

施設整備費 346 344 △ 1 （注１１）

補助金等 － 3 3 （注１２）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 693 695 1 （注１３）

長期借入金償還金 1,318 1,768 450 （注１４）

計 25,198 25,153 △ 44

収入－支出 － 963 963

端数処理の関係で集計額は必ずしも一致しておりません。

なお，予算額は100万円未満の端数を四捨五入，決算額は100万円未満の端数を切捨し表示しております。

平成１７年度　決 算 報 告 書

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　　　　　　　　　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　　　考



○予算と決算の差異について

（注７）長期借入金については、契約に係る入札残が生じたことにより当該残額分の借入れが不必要となっ
　　　　たため、予算金額に比して決算金額が1,481,000円少額となっております。

（注８）承継剰余金については、医療訴訟に係る示談金の支払いを行ったため、予算金額に比して決算金
　　　　額が2,500,000円多額となっています。

（注９）目的積立金取崩については、教育研究環境の整備を行ったため、予算金額に比して決算金額が
　　　　103,321,501円多額となっています。

（注10）業務費及び一般管理費については、退職金に係る不用額の発生及び経費の節減に努めたため、予
　　　　算金額に比して決算金額が498,708,746円少額となっています。

（注11）（注７）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が1,481,000円少額となっています。

（注12）（注２）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が3,461,000円多額となっています。

（注13）（注６）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が1,895,325円多額となっています。

（注14）（注１）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が450,175,212円多額となっています。

（注１）施設整備資金貸付金償還時補助金については、平成１７年度補正予算により繰上げ償還を行った
　　　　ため、予算金額に比して決算金額が454,975,000円多額となっています。

（注２）補助金の受入れがあったため予算金額に比して決算金額が3,461,000円多額となっています。

（注３）授業料、入学料及び検定料収入については、研究生等の減及び休学、除籍・退学による債権消滅
　　　　のため収入減が発生したこと等により、予算額に比して決算金額が29,115,895円少額となってい
　　　　ます。

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、寄附金等の獲得に努めたため、予定金額に比
　　　　して決算金額が43,703,213円多額となっております。

（注４）附属病院収入については、病床稼働率の向上、手術件数の増等により予算金額に比して決算金額
　　　　が339,730,914円多額となっています。

（注５）雑収入については、保険金の入金等により、予算金額に比して決算金額が1,369,955円多額となっ
　　　　ています。


